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１．ＫＵＲＡＤＡＳＨＩ.ｊｐ会員様へ 
 

今年も九州南部では梅雨前線による豪雨が続き、鹿児島県では河川の氾濫や土砂崩れの被害

が発生しました。昨年 7月には、西日本豪雨により、多くの方が犠牲となる災害が発生したこと

も記憶に新しいところです。毎年この季節は災害、特に豪雨災害が西日本を中心に発生しており、

私たちも十分注意する必要があります。 

さて、森林はスポンジのような森林土壌が雨水を一時蓄える働きがあり、この働きにより森

林に降った雨は一気に川に流れ込まず、時間をかけて川に流れ込むことになります。この働きを

森林の水源かん養機能と言います。このことから森林は「緑のダム」とも呼ばれています。 

そして、このような森林の働きを十分に発揮するためには森林が整備されていることが必要

です。緑の募金では、全国各地で森林整備活動を行っているＮＰＯ等の皆様の活動を支援してい

ます。 

都市部で生活する人たちにとって、森林は遠い存在に感じるかもしれませんが、私たちの暮

らしの安全、安心のために森林は重要な役割を果たしてくれているのです。 

会員の皆様におかれましては、森づくりのための緑の募金に対しまして、引き続きのご協力

をよろしくお願いします。 

           

２．緑の募金による東日本大震災復興事業 
 

令和元年５月２５日、宮城県仙台市荒浜の「荒浜潮除須賀松の森」において海岸林の植樹活

動が実施されました。当日は、一般参加の親子約５０名が参加し、５００本のクロマツの植樹

を行いました。 

当該地域では、このような植樹活動を 1年間に 8回実施しており、今後も継続して行く予定

です。 
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